
 

 

 

 

 朱雀第五学区は、中京区の西部に位置し、北は一部御池
お い け

通まで、東は JR 山陰本線、

南は四条
し じ ょ う

通、西は京福
け い ふ く

電鉄
でんてつ

嵐山
あらしやま

線一筋西の通りに囲まれています。  

 豊臣秀吉が築いた御土居
お ど い

の一部が発掘され、そこから 14 体の石仏が発掘されました。

戦後の学制改革により、朱雀第五小学校は現在の朱雀中学校となったことから、学区

の小学生は朱雀第一・第四・第六・第七の 4 つの小学校に分かれて通学しており、各小

学校や学区と連携して、地域ぐるみで子どもの見守り活動等を行っています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              京都市立 朱雀中学校 （元朱雀第五小学校） 

 

                   

 

 

学区の文化や歴史的建造物など 「NISSHA
ニ ッ シ ャ

本館
ほ ん か ん

」 

 

朱雀第五学区にあるNISSHA株式会社本社敷地内にある本館は、 

明治 39(1906)年に当地で事業を行っていた京都綿ネルの本社事務 

所として建築され、平成 23(2011)年 12月に国の登録有形文化財とし 

て登録された、明治期における優れた意匠を持つ煉瓦造
れんがづくり

の建物です。 

 屋根にはフランス風のバラストレードを配し、外壁は石造風にスタッコが 

塗られ、窓はすべてアーチ形をしています。正面玄関の車寄せには御影石から削り出されたコリント式

石柱が使われています。 

 平成 20(2008)年 12月に保存修理工事が完了、1階にはニッシャ印刷歴史館が開設され、印刷に

関わる各種貴重な資料が展示されています。 

 

朱雀
す ざ く

第五
だ い ご

学区 

中京区の学区の紹介 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

朱雀第五自治連合会は学区内にある 3８の自治会・町内会と、18 の各種団体が協働し、地域の活

性化と安心安全、問題解決に取り組む、地域住民による組織です。 

 

主な年間行事 

９月 朱五まつり 

１０月 区民体育祭 

１１月 防災訓練 

１２月 年末特別警戒 

１月 餅つき大会 

 

 

                            朱五まつり 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童見守り活動の様子 

 

                     体育祭 

 

 

 

 

※例年実施していました主な行事ですが、新型コロナ感染症予防対策として、開催を自粛する場合もあります 

 

■発行 中京区役所 地域力推進室 まちづくり推進担当  京都市は、地域コミュニティを推進しています 

朱雀第五自治連合会 

自治会・町内会に加入しましょう 


